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第３次学校安全の推進に関する計画の策定について（諮問） （一部抜粋）

第三に，安全教育や安全管理に関して，教員養成段階で身に付けるべきことや教員研修の
在り方について御検討をお願いします。令和元年度から，教職課程において学校安全につ
いて必ず修得することとされました。自然災害や事件・事故が発生した際に，児童生徒等の
命を守るためには，全ての教職員が協力し合って的確に対応しなければなりません。また，
児童生徒等に対する安全教育の充実を図るためには，教職員自身が自然災害等の安全
に関する知見等，指導すべき内容を明確に把握しておくことが重要です。
また，前述の学習指導要領で示された，児童生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，
教育の目的や目標の実現に教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと，
教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的
又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくことなどを通して，教育課程に基
づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくカリキュラム・マネジメ
ントの中で体系的な安全教育を推進することや，児童生徒等が安全上の課題について自ら
考え主体的な行動につながるような工夫など，安全教育の効果を高めていくことも重要です。
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通じて，児童生徒等がいかなる状
況下でも自らの命を守り抜き，安全で安心な生活や社会を実現するために主体的に行動す
る態度を育成することが求められます。

学校安全教育の充実及び教員養成や教員研修における学校安全の在り方について御検
討をお願いします。
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法律上の科目区分を統合（総単位数は変更なし）
【教諭】 ①教科に関する科目、②教職に関する科目、③教科又は教職に関する科目 ⇒ 教科及び教職に関する科目
【養護教諭】 ①養護に関する科目、②教職に関する科目、③養護又は教職に関する科目 ⇒ 養護及び教職に関する科目
【栄養教諭】 ①栄養に係る教育に関する科目、②教職に関する科目、③栄養に係る教育又は教職に関する科目 ⇒栄養に係る教育及び教職に関する科目

０．教育職員免許法の改正（平成２８年１１月）

教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令について（概要）

平成２７年１２月２１日中央教育審議会答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」で示された教職課程の見直し
のイメージに基づき、科目及び科目に含めることが必要な事項を改める。養護教諭・栄養教諭は教諭の見直しのイメージを準用する。

１．施行規則改正の基本的な考え方

【教諭】現行は８つの科目（法律上の科目区分を含む）
①教科及び教科の指導法に関する科目（領域及び保育内容の指導法に関する科目）、②教育の基礎的理解に関する科目、
③道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目、④教育実践に関する科目、
⑤大学が独自に設定する科目
※①については、教科（領域）の内容と指導法を併せて取り扱う科目の開設が可能に。

【養護教諭／栄養教諭】現行は８つの科目（法律上の科目区分を含む）
①養護／栄養に係る教育に関する科目、②教育の基礎的理解に関する科目、
③道徳、総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導、教育相談等に関する科目、④教育実践に関する科目、
⑤大学が独自に設定する科目

２．施行規則上の科目区分の大括り化

＜新たに独立した事項を設けるもの＞
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解（１単位以上修得）、総合的な学習の時間の指導法
＜事項の内容を追加するもの＞
チーム学校への対応、学校と地域との連携、学校安全への対応、カリキュラム・マネジメント、キャリア教育
※保育内容の指導法、各教科の指導法、教育課程の意義及び編成の方法、教育の方法及び技術、道徳の理論及び指導法、総合的
な学習の時間の指導法、特別活動の指導法にはアクティブ・ラーニングの視点等を取り入れること
各教科・保育内容の指導法については、情報機器及び教材の活用を含むこととする
＜大学の判断により事項に加えることを可能とした内容＞
学校インターンシップ（学校体験活動）（幼稚園・小学校・中学校の教諭、養護教諭は２単位まで。高等学校教諭、特別支援学校教諭は
１単位まで。）※教育実習に学校体験活動の単位を含めた場合、他の学校種の免許状取得における教育実習の単位の流用はできない。

３．施行規則上の事項の改正
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教育の基礎的理解に関する科目
ー 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携および学校安全への対応を含む）

到達目標： １） 学校の管理下で発生する事件、事故及び災害の実情を踏まえ、危機管理
や事故対応を含む学校安全の必要性について理解している。

２） 生活安全・交通安全・災害安全の各領域や我が国の学校をとりまく新たな
安全上の課題について、安全管理及び安全教育の両面から具体的な取組
を理解している。

全体目標； 現代の学校教育に関する社会的、制度的又は経営的事項のいずれかについ
て、基礎的な知識を身に付けるとともに、それらに関連する課題を理解する。
なお、学校と地域との連携に関する理解及び学校安全への対応に関する
基礎的知識も身に付ける。

（３）学校安全への対応

一般目標： 学校の管理下で起こる事件、事故及び災害の実情を踏まえて、学校保健安
全法に基づく、危機管理を含む学校安全の目的と具体的な取組を理解する。

教職課程コアカリキュラム（学校安全関係部分抜粋）
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（出典）令和3年8月4日 中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会（第3回）・教員免許更新制小委員会（第4回）合同会議 資料２より抜粋
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（出典）令和3年8月4日 中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会（第3回）・教員免許更新制小委員会（第4回）合同会議 資料２より抜粋
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（出典）令和3年8月4日 中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会（第3回）・教員免許更新制小委員会（第4回）合同会議 資料２より抜粋
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（出典）令和3年8月4日 中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会（第3回）・教員免許更新制小委員会（第4回）合同会議 資料２より抜粋
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（出典）令和3年8月4日 中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会（第3回）・教員免許更新制小委員会（第4回）合同会議 資料２より抜粋
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学校安全の推進に関する教職員の資質・能力の向上のための調査研究事業（令和元年度実施）

文部科学省では、「第2次学校安全の推進に関する計画」に基づき、教職員を志す学生から管理職ま
でのキャリアステージ別に、学校安全に関して習得しておくべき事項を整理し、各学校・教育委員会の
研修や大学の講義等で活用できるe-ラーニング教材「教職員のための学校安全e-ラーニング」を作成。

第2次学校安全の推進に関する計画（平成29年3月24日閣議決定）
・「教職員がキャリアステージに応じて身に付けるべき学校安全に係る資質・能力の明確化を図ること」
・「学校安全に関する法令など教員を志す学生が身に付けておくことが望ましい資質・能力について整理すること」

実態調査の実施

身に付けておくべき
資質・能力の整理

教材等の作成

「学校安全ポータ
ルサイト」に掲載

【調査研究事業の概要】

● 都道府県教育委員会調査（教員育成指標、研修実施状況）
● 教員養成大学抽出調査（学校安全に関わる教職科目の現状）

● 教職員のキャリアステージに応じた資質・能力の検討
● e-ラーニング教材として適切と考えられる範囲の絞りこみ

● 学校安全教育に取り組む大学の先進事例調査
● キャリアステージ別のe-ラーニング教材の作成及び試行・評価

● 基礎（①、②、③）、初任者、中堅教職員向け、管理職向け、
各15分程度で学べる教材として公開。（令和2年4月1日～）

9



教職員のための学校安全ｅ‐ラーニング

全ての教職員は、各キャリアステージにおいて必要な学校安全に関する資質・能力を身に付けることが

求められています。「教職員のための学校安全ｅ-ラーニング」は誰でも・いつでも・どこでも、学校安全に
関して習得しておくべき事項を学ぶことができます。

コ ー ス の 名 称 対 象 者 主 な 内 容

基 礎 研 修 ①

教職員を目指す学生等

学校安全の全体像

基 礎 研 修 ② 安全教育の基礎

基 礎 研 修 ③ 安全管理の基礎

初任者等向け研修 １年目から概ね５年程度の教職員 学校安全の具体

中堅教員向け研修 概ね６年以上、中堅として活動する教職員 学校安全のPDCA

管 理 職 向 け 研 修 管理職又はそれに準じる立場の教職員 目標と体系、組織活動

小テストに合格す
ると修了証が発行
されます！

画面イメージ 活用シーン

外出自粛期間中
や夏休み中に多く
の方が受講してい
ます☺

学校安全ポータル
サイトで誰でも
学べます！
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https://anzenkyouiku.mext.go.jp/index.html

学校安全
功労者の紹介

コンテンツ例
「危機管理マニュアル作成の
手引」など学校安全資料

都道府県の研修会
情報や文科省主催の

研修会資料

当サイトは、学校安全のために、文部科学省や都道府県等
で実施している取組やこれまでに作成した資料などを掲載
しています。
各地域で取り組まれている学校安全の実践事例等を共有し、
防災教育を含む安全教育の更なる充実を図るために、情報
発信を行っています。

文科省からのお知らせを
毎月更新

学校安全に関する情報は
「学校安全ポータルサイト」

で検索！！

こちらのQRコードから
サイトをご覧いただけます。
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第3次計画の策定に向けた本日の論点案（教員養成・教員研修関係）

（テーマ１） 安全教育や安全管理に関して，教員養成段階で身に付けるべきこと

● 大学の特色によらず、教員養成課程において、教員養成段階で身に付けるべきこと、
取り扱うべき内容はどのようなものか

（テーマ２） 安全教育や安全管理に関して，現職の教職員研修の在り方

● 各地域の特性によらず、どの地域においても、入職後の教職員研修またはOJTの中で
身に付けるべきこと、取り扱うべき内容はどのようなものか

● 安全教育や安全管理に関して、国がさらに果たすべき役割について

（再掲：第３次学校安全の推進に関する計画の策定について（諮問） より一部抜粋）
児童生徒等に対する安全教育の充実を図るためには，教職員自身が自然災害等の安全に関する知見等，

指導すべき内容を明確に把握しておくことが重要

児童生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，教育の目的や目標の実現に教育の内容等を教科等横断
的な視点で組み立てていくこと，教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと（カリキュラム・マ
ネジメントの中で体系的な安全教育の推進）

児童生徒等が安全上の課題について自ら考え主体的な行動につながるような工夫など，安全教育の効果
を高めていくことも重要 12


